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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 放課後子ども広場 所
管

教育委員会

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

平成

青少年・スポーツ課

204

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

② 幼児・児童・生徒の健全育成の推進[69]

要綱

都

65,915

12,032

２５年度

47,990

1,378

　

放課後等における児童の安全・安心な居場所づくりの推進と健やかな成長の支援を図り、ひいては地域の教育力の向上を
目指す。

（日）千束小放課後子ども教室　実施日数

生活指導子ども会　実施回数

（人）

1,727

13,387

177

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

台東区放課後子ども広場実施要綱、生活指導子ども会実施要項

「千束小学校放課後子ども教室」及び「生活指導子ども会」事業運営委託　

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

①千束小学校において、放課後に「放課後子ども教室（わくわくタイム）」として、自由遊びを始め、スポーツ等様々なプログラ
ムを提供する。実施にあたっては、児童保育課所管の「こどもクラブ」と連携し、総合的な放課後対策事業（放課後子ども広
場）としている。
②区立全小学校において、小学校ＰＴＡ連合会に委託し、放課後等に校庭、体育館等を開放し、「生活指導子ども会」とし
て、遊び場、スポーツの場等を提供する。

（人）

Ⅲ-２．次の世代の育成

 [施　　策]

実施校において参加を希望する児童

（回）

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

140

1,400

12,000

167

1,415

11,812

137

（２）子どもが、自らたくましく生きられる教育の推進

あり 放課後子ども広場

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

業務委託先と実施方法等について定期的に打ち合わせを行い、効率を図っている。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 12,172 19,537 12,410

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

児童の健全育成を図るため、放課後等に居場所を設けることは必要である。

維持

評
価
結
果

１回あたりの参加者数が増加した。

3 現在の手段は概ね適切である。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

子どもの安全な居場所を確保するため、学校等関係機関と更に連携するとともに、新たな放課
後子ども教室事業実施に向け検討していく。

①千束小学校放課後子ども教室の実施内容を見直し、保護者等からニーズが高かった平日のみの開催とした。
②生活指導子ども会の業務報告様式を変更し、事務改善を図った。

目的達成度 4

必要性

5,112

20,438 11,939

850

26,703 17,926

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

7,166 5,516

0

21,287 12,813

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

千束小放課後子ども教室　延べ参加人数

生活指導子ども会　延べ参加人数

指標の名称

5,415

875

27,506

　決算額　　(単位：千円) 23,866

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

3,520

19,946

4,040

0

15,334

50,71850,000


